
第
69
回
香
川
県
母
親
大
会
が

３
日
、
高
松
市
で
開
か
れ
ま
し

た
。
全
体
会
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン

含
め
、
約
２
０
０
人
が
参
加
。

日
本
被
団
協
の
松
浦
秀
人
代
表

理
事
が
「
被
爆
80
年
・
核
兵
器

の
禁
止
と
廃
絶
に
向
か
っ
て
～

母
の
被
爆
体
験
と
ノ
ー
ベ
ル
賞

授
賞
式
～
」
を
テ
ー
マ
に
記
念

講
演
し
ま
し
た
。

松
浦
氏
は
広
島
で
被
爆
し
た

母
親
の
体
験
（
自
身
は
胎
内
被

ば
く
）
や
広
島
の
原
爆
被

害
、
戦
後
の
被
爆
者
の
苦

し
み
、
被
爆
者
運
動
の
歴

史
、
オ
ス
ロ
で
の
日
本
被

団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

授
賞
式
の
様
子
な
ど
を
語

り
、
「
自
分
が
生
き
て
い

る
う
ち
に
核
兵
器
禁
止
条

約
が
成
立
・
発
効
し
た
よ

う
に
、
停
滞
や
逆
流
は
あ
っ

て
も
、
必
ず
人
類
の
英
知

は
発
揮
さ
れ
る
希
望
が
あ

る
。
核
兵
器
も
戦
争
も
な

い
世
界
の
た
め
に
力
を
合

わ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。参

加
し
た
30
代
の
女
性
は

「
被
爆
者
が
減
る
な
か
、
ど
う

語
り
継
い
で
い
く
の
か
が
課
題

だ
。
語
り
部
の
気
概
や
使
命
感

を
感
じ
た
」
と
話
し
、
70
代
の

男
性
は
「
松
浦
氏
の
話
が
心
に

迫
っ
た
。
私
自
身
、
被
爆
２
世

と
し
て
語
り
継
ぎ
、
訴
え
て
い

こ
う
と
励
ま
さ
れ
た
」
と
語
り

ま
し
た
。

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
ｉ
ｎ

香
川
が
、
７
月
27
日
、
高
松
市

香
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
13

回
目
で
す
。
映
画
「
サ

イ
レ
ン
ト

フ
ォ
ー
ル

ア
ウ
ト
」
（
伊
東
英
朗

監
督
作
品
）
が
上
映
さ

れ
ま
し
た
。
作
品
は
、

核
兵
器
の
実
験
を
繰
り

返
し
て
き
た
ア
メ
リ
カ

自
身
の
、
大
陸
全
体
が

放
射
能
で
汚
染
さ
れ
、

女
性
た
ち
や
研
究
者
が

立
ち
上
が
る
姿
が
描
か

れ
、
「
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ

た
」
「
自
分
の
地
域
で
も
こ
の

映
画
の
上
映
を
し
た
い
」
と
い

う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
原
爆
と
人
間
」
「
高
校
生
が

描
い
た
原
爆
の
絵
」
「
戦
争
と

国
民
弾
圧
ー
治
安
維
持
法
」
な

ど
の
パ
ネ
ル
展
示
も
多
く
の
人

が
見
て
、
高
松
空
襲
を
５
歳
で

体
験
し
た
喜
多
忠
良
（
85
）
さ

ん
の
絵
も
展
示
さ
れ
、
本
人
が

絵
の
説
明
を
し
、
体
験
を
語
り

ま
し
た
。
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朝
日
新
聞
で
７
月

28
日
か
ら
「
子
育
て

教
員
の
リ
ア
ル
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、
①
離

職
、
②
時
間
外
勤
務

等
の
連
載
が
始
ま
り

ま
し
た
。
あ
る
30
代

の
教
員
は
仕
事
が
好

き
で
や
り
が
い
を
感

じ
る
一
方
、
子
育
て

と
仕
事
の
両
立
が
難
し
く
な
り
退

職
。
仕
事
が
終
わ
ら
ず
、
子
ど
も

を
寝
か
せ
、
深
夜
の
学
校
に
仕
事

に
戻
り
、
睡
眠
時
間
は
４
、
５
時

間
。
こ
の
よ
う
な
報
道
に
よ
り
、

志
願
者
が
ま
た
減
る
の
で
は
、
と

不
安
に
な
り
ま
す
。

小
中
学
校
の
不
登
校
は
前
年
度

比
15
・
９
％
増
。
公
立
学
校
の
教

職
員
に
よ
る
精
神
疾
患
休
職
者
は

過
去
最
高
で
す
。
そ
の
主
な
要
因

は
児
童
生
徒
指
導
、
対
人
関
係
、

事
務
業
務
で
す
。
全
国
や
香
川
県

で
も
必
要
な
教
員
の
配
置
の
不
足

数
も
過
去
最
高
で
す
。

い
ま
子
ど
も
の
声
に
耳
を
傾
け
、

受
け
止
め
る
生
身
の
教
職
員
の
増

員
と
、
長
時
間
労
働
の
解
消
こ
そ

が
必
要
で
す
。
今
年
の
香
川
県
教

員
採
用
試
験
の
倍
率
は
過
去
最
低

の
３
・
９
倍
で
す
。
教
員
は
や
り

が
い
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
。

子
ど
も
の
未
来
を
守
る
た
め
、
教

育
予
算
を
せ
め
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均

並
み
に
。
（
こ
）

核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
世

界
を

香
川
県
母
親
大
会

【
３
面
か
ら
】

極
度
に
短
縮

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
危
険
性
で

す
。米

国
の
核
ミ
サ
イ
ル
の
元
監

督
官
で
現
在
は
プ
リ
ン
ス
ト
ン

大
学
で
教
え
る
ブ
ル
ー
ス
・
ブ

レ
ア
氏
に
よ
れ
ば
、
「
ロ
シ
ア

は
プ
ロ
セ
ス
の
自
動
化
に
よ
っ

て
発
射
ま
で
の
時
間
を
短
縮
し

た
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
、
遠
く
は

シ
ベ
リ
ア
ま
で
離
れ
た
発
射
装

置
か
ら
ミ
サ
イ
ル
を
直
接
発
射

す
る
の
に
、
ロ
シ
ア
軍
の
指
揮

官
が
必
要
な
時
間
は
数
秒
ほ
ど

だ
」
そ
う
で
す
。

人
間
に
と
っ
て
判
断
ミ
ス
は

避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ

で
も
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
上
、
攻

撃
を
探
知
し
た
場
合
に
は
６
分

間
で
ど
こ
を
標
的

に
、
ど
の
よ
う
な

兵
器
で
反
撃
す
る

か
見
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と

の
報
道
も
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
の

大
統
領
は
、
相
手

国
か
ら
の
核
弾
頭

飛
来
の
報
告
を
受

け
れ
ば
、
選
挙
で

国
民
の
意
向
を
問

う
事
は
も
ち
ろ
ん
、

議
会
に
諮
る
こ
と
な
く
全
く
一

人
で
、
し
か
も
６
分
程
度
で
決

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言

う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
果
た

し
て
こ
れ
は
現
実
的
な
こ
と
な

の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
問

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

ア
メ
リ
カ
に
限
ら
ず
、
各
国
の

指
導
者
が
一
人
だ
け
で
、
し
か

も
短
時
間
の
う
ち
に
、
正
確
な

判
断
が
出
来
る
と
言
う
こ
と
を

前
提
と
し
て
い
る
し
く
み
そ
の

も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

要
す
る
に
、
核
兵
器
は
、
そ

れ
が
存
在
す
る
だ
け
で
危
険
だ

と
い
う
事
で
す
。
そ
し
て
、
地

球
上
に
核
兵
器
が
存
在
す
る
限

り
、
私
た
ち
は
全
員
「
被
爆
者

候
補
」
で
す
。
私
た
ち
自
身
が

「
被
爆
者
候
補
」
か
ら
「
被
爆

者
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

や
は
り
、
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

の
実
効
性
を
高
め
、
核
兵
器
の

存
在
そ
の
も
の
を
拒
否
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
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一
九
八
四
年
十
月
、
詩
人
の

土
井
大
助
、
詩
人
会
議
の
城
侑

じ
ょ
う
す
す
む

前
川
忠
夫
県
知
事
、
内
海
町
長

ら
百
五
十
人
が
参
列
し
て
、
壺

井
繁
治
の
故
郷
、
内
海
町
堀
越

に
お
い
て
詩
碑
の
除
幕
式
が
行

わ
れ
た
。

石
は
／
億
萬
年
を
／
黙
っ

て
／
暮
し
つ
づ
け
た

そ
の
間
に
／
空
は
／
晴
れ

た
り
／
曇
っ
た
り
し
た

こ
の
「
石
」
と
題
す
る
詩
は

処
女
詩
集
『
壺
井
繁
治
詩
集
』

（
一
九
四
二
）
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
短
い
な
が
ら
宇
宙
の
悠

久
を
見
事
に
表
現
し
た
詩
で
あ

る
。
こ
の
詩
碑
の
建
立
は
す
ぐ

に
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
戦
前
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
で
活
躍
し

た
繁
治
は
、
何
回
も
思
想
犯
と

し
て
検
挙
、
投
獄
さ
れ
た
日
本

共
産
党
員
で
、
地
元
の
人
々
に

た
め
ら
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
う
し
た
中
、
詩
碑
の
建

設
に
尽
力
し
た
の
は
、
作
家
の

佐
々
木
正
夫
氏
、
マ
ル
キ
ン
醤

油
会
長
の
木
下
元
義
氏
、
内
海

町
長
の
川
西
寿
一
氏
ら
で
あ
っ

た
。壺

井
繁
治
は
一
九
二
九
年
二

月
、
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家

同
盟
が
結
成
さ
れ
た
と
き
、
中

央
委
員
に
選
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
文
芸
誌
『
戦
旗
』
の
発
行

担
当
者
に
な
っ
た
。
一
九
三
一

年
、
宮
本
顕
治
の
推
薦
で
日
本

共
産
党
に
入
党
す
る
。
次
第
に

弾
圧
が
激
し
く
な
り
、
一
九
三

四
年
ま
で
に
計
六
回
検
挙
さ
れ

延
べ
三
年
間
留
置
所
と
刑
務
所

に
収
監
さ
れ
た
。
郷
里
の
母
は

繁
治
の
入
獄
を
知
っ
て
、
心
痛

の
あ
ま
り
発
狂
（
軽
症
）
し
た

と
い
う
。

敗
戦
後
、
繁
治
は
新
日
本
文

学
会
の
設
立
発
起
人
の
一
人
に

な
り
、
文
学
運
動
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
。
一
九
六
一
年
、
六

十
年
安
保
闘
争
後
の
挫
折
ム
ー

ド
が
広
が
っ
た
と
き
、
繁
治
は

「
球
根
Ⅰ
」
と
い
う
詩
を
書
い

て
人
々
を
励
ま
し
た
。

君
は
／
君
の
内
部
に
球
根

を
育
て
て
い
る
か
。

時
が
く
れ
ば
／
ど
ん
な
凍

土
を
も
突
き
破
る
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
わ
え

た
球
根
を

一
九
六
二
年
、
「
詩
人
会
議
」

を
結
成
し
、
六
五
年
か
ら
亡
く

な
る
七
五
年
ま
で
運
営
委
員
長

を
務
め
た
。
月
刊
誌
『
詩
人
会

議
』
の
「
詩
人
会
議
賞
」
は
、

一
九
七
八
年
か
ら
「
壺
井
繁
治

賞
」
と
名
称
を
改
め
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
「
二
十
四
の
瞳
」

を
書
い
た
壺
井
栄
は
、
繁
治
の

妻
で
あ
る
。
栄
の
文
学
を
開
眼

さ
せ
た
の
は
繁
治
と
い
っ
て
よ

い
。
繁
治
と
結
婚
し
て
い
な
か
っ

た
ら
、
栄
の
名
声
は
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。

讃
岐
の
文
学
碑
め
ぐ
り

㉛

小
豆
島
が
生
ん
だ
詩
人

壺
井
繁
治
（
一
八
九
七
～
一
九
七
五
）

つ
ぼ
い
し
げ
じ

文･

写
真

深
沢

雨
根

８月の民主香川の発行は、お盆休みのた

めに第１・第２・第５週の発行となりま

す。ご了解下さい。


